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研究成果の概要（和文）：　預言者ムハンマドの一族を称する人々のムスリム諸社会における立場と役割，彼らが主張
する血統に対する教義上・イスラーム法上の位置づけ，そして，彼らの血統の正しさを保証する存在である系譜学者た
ちの活動について研究を行った。特に，14-15世紀に活躍したイラクのシーア派諸都市出身の系譜学者たちの活動を検
討し，それが当時のシーア派コミュニティの勢力拡大戦略（「隠れた宗派主義」）と深く関係していたことを解明した
。これは，預言者一族の血統に対する教義上・イスラーム法上の位置づけがどのような歴史的展開を見せてきたのかを
考える上できわめて重要な発見である。

研究成果の概要（英文）：This research project explored the roles and positions the putative kinfolk of 
the Prophet Muhammad held in Muslim societies, different dogmatic and jurisprudential stances regarding 
the special meaning of the Prophetic descent such people claimed, and the activities of the experts of 
their genealogies, that is, those who were expected to guarantee the authenticity of the descent claimed 
by those putative kinfolk of the Prophet. Most importantly, the research project uncovered that the 
activities of the genealogists from Shi‘i centers in Iraq in the 14th and the 15th centuries were deeply 
related with the strategy of the Shi‘i community at the time to promote its interests (“covert 
sectarianism”). This discovery significantly promotes our understanding of how dogmatic and 
jurisprudential understandings of the meaning of the Prophetic descent evolved over the related 
centuries.

研究分野： イスラーム史
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１．研究開始当初の背景 
 イスラーム教の預言者ムハンマドの一族
を称する人々に関する研究は，彼らが様々な
地域のムスリム諸社会に広く見られ，様々な
形で尊崇の対象とされているにもかかわら
ず，世界的に見てもいまだ萌芽的な状態であ
る。当研究課題の代表者である森本一夫（以
下，森本）は，彼らを扱う系譜学を対象とす
る学術史的・社会史的研究と，彼らの血統が
持つ意味を論じてきた様々な宗派や思想潮
流に属す宗教的知識人たちの言説に関する
思想史的研究を二つの柱として，この未開拓
の分野の研究に従事してきた。 
 この二つの方向での研究において，ともに
検討課題として登場したのが「イスラーム
法」であった。系譜学に関する研究において
は系譜学者の学説や裁定のイスラーム法上
の位置づけが問題となり，宗教的知識人たち
の言説に関する研究においてはイスラーム
法という領域における関連言説の変遷の解
明が一つの課題となっていた。 
 
２．研究の目的 
 研究開始の時点ですでに，預言者一族の純
血の保持に関するイスラーム法の立場は
様々な局面で異なることが予想されていた。
イスラーム法は，ある局面においては預言者
一族の血統の純血を守るために特別な規定
を設けていないように見受けられたが，別の
局面においては，おそらく社会における慣習
に適応する形で，学説に変化が起こったこと
が予想された。イスラーム教の創始者である
預言者ムハンマドの一族が主張するきわめ
て「イスラーム的な」血統と，イスラーム教
の重要な柱であるイスラーム法との複雑な
関わりを検討するなかから，そこに見られる
複数の「イスラーム的価値」の間の相違，「イ
スラーム」なるものの多義性と多元性を考え
ることを大きな目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究課題は，歴史研究の手法にもとづく
ものであり，手稿本を含むアラビア語・ペル
シア語による一次史料と各国語による二次
文献の読み込みとそこからの立論を基本的
な方法とするものであった。史料研究から得
られた議論の妥当性の検討のためには，世界
各国の関連の専門家たちとの意見交換，学会
発表などの機会を積極的に利用した。 
 
４．研究成果 
 本研究課題の実施にあたっては，まず系譜
学に関する研究に中心的に力を注ぐことと
した。特に，その第 4 部で系譜学者の学知に
対するイスラーム法上の位置づけを論じて
いる準備中の著書，Genealogy of the Prophet’s 
Family in Medieval Islam: The Guardian of 
Authenticity の執筆を中心的な課題とするこ
ととした。ところが，研究の途上で，森本が
この著書全体での主張にとって重要な意味

合いを持つ議論を組み立てるに当たり前提
としていた事柄に関し，二人の世界的な研究
者から，別個に，森本の理解に対して疑義が
表明されるということが起こった。具体的に
は，15 世紀のある系譜学者が属していた宗派
がシーア派のうち十二イマーム派であった
か（森本理解），ザイド派であったか（二人
の専門家の理解）ということが問題とされた。
これは，一見小さな差異のように見えるかも
しれないが，著書作成計画の上ではきわめて
重要な問題であり，研究計画を大幅に変更し
て，時間をかけてこの問題を解決する必要が
生じた。 
 多数の一次史料の見直しを要した再検討
の結果，上記の問題については，森本の理解
こそが正しく，疑義を呈した世界的権威たち
の理解は間違っていたことが判明した。それ
だけでなく，再検討の過程で行った徹底的な
一次史料の見直しと広範な追加調査によっ
て，当該の系譜学者を含む 14，15 世紀のイ
ラク出身の系譜学者たち，当時の十二イマー
ム・シーア派コミュニティが採っていたある
戦略を担う役割を果たしていたことも明ら
かにすることができた。当時の十二イマーム
派は，自派の宗派的実践や教義の宣教を通じ
てではなく，預言者一族というスンナ派･シ
ーア派両者に共通の尊崇対象と自派との間
に特別な関係を主張することを通じて自ら
の利益を追求していたが（「隠れた宗派主
義」），問題の系譜学者たちこそがその尖兵で
あったことを解明したのである。この成果は
著書原稿にも盛り込んだが，十二イマーム派
コミュニティに関する研究としての側面を
より強く打ち出す形で 2 本の論文の作成も行
った。1 本目は“Sayyid Ibn ‘Abd al-Hamid: An 
Iraqi Shi‘i Genealogist at the Court of Ozbek 
Khan”であり，これは国際査読誌 JESHO に掲
載 が 決 定 し て い る 。 2 本 目 は “Covert 
Sectarianism in the Era of Confessional 
Ambiguity: Timur, Ozbek Khan and Shi‘i 
Genealogists from Iraq”であり，これは Brill 社
から刊行が予定されている論集に所収され
る予定である。 
 このように，本研究課題は，研究途上で起
こった不測の事態により，預言者一族とイス
ラーム法との関わりという当初の中心的な
問いに関しては，期間内に形のある成果を世
に問うことがほとんどできなかった。しかし，
その不測の事態に対応するなかで，世界的に
見ても全く新しい重要な研究成果を生み出
すことができた。また，この間に著書の第 4
部に関して行った作業も，不測の事態に成功
裏に対応することができたことにより，遠か
らず世に問うことができるはずである。イス
ラーム法学者による預言者一族の血統をめ
ぐる言説の変遷に関する研究についても，本
研究課題の研究活動の一部として，東京大学
東洋文化研究所に直接関係するイスラーム
法学関連史料を収集することができた。今後
は，まずは著書の完成を急ぎ，その上で，本



研究課題によって築いた研究インフラ・内容
双方における基礎に依拠しながらイスラー
ム法と預言者一族の関係に関する研究に関
しても成果を発表していきたい。 
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